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E 17　　住まいの適切な手入れに関する研究（第5報）

　　　　　　　　－　カビ汚れの除去　一

　　　　花王生活科学研　○坪井圭子　佐藤孝逸　重弘文子

【目的】住まいの手入れに関して花王に寄せられる相談の中で，消費者が困っていること

の一つにカビの除去があげられる。そこで住まいのいろいろな場所や材質にみられるカピ

を効果的に落とすとともに，材質への影響も考慮し，適切な手入れ方法について検討した。

【方法】　畳や木，タイル目地など1 0種類の住建材に，供試菌として一般的にみられる

Cladosporium （クラドスポリウム属）を用い，その懸濁液を塗布後, 30°:C,100％RH下で２週

間~ 4ヵ月間培養した。その間カビの繁殖状況を観察，着生を確認後，市販の一般住宅用

洗剤，研磨剤，次亜塩素酸ナトリウム主剤の漂白剤（有効塩素5 % ）を用い，処理濃度や

時間を変えて除去効果および材質への影響を比較した。評価は処理前後のカビの有無，材

質の変化を観察することによった。

【結果] ①カビの手入れに関する消費者相談件数は夏場に多く，居間の畳や壁,浴室のカ

ビの落とし方について間合せが目立つ。　②カビの繁殖の状況は材質の種類により異なる。

表面が粗く，吸湿性の高い畳やベニヤ板等では基材内部への生育も著しいが，平滑な塩ビ

パッキン等での繁殖は遅い。　③カビの除去効果は全ての材質に対して漂白剤が最も良か

った。但し，畳や木質は漂白剤の２倍希釈で材質の変色がみられ, 5倍希釈の５分湿布で

もやや影響があった。これらの材質は５倍希釈の雑巾拭きで変色も目立たず，他の洗剤よ

りも優位な除去効果が得られた。　④塩ビ壁紙，パッキン等は材質への影響がほとんどな

く，漂白剤５倍希釈で10分湿布後拭きとる操作でほぼ除去された。また研磨剤でもかなり

の効果が認められた。

E 18
東北地方の公営住宅の結露とカビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡山女子大家政　　菅原文子

　目的。東北地方の中都市郊外の昭和40年代に建設された市営住宅団地において、冬期の

結露から生じると思われるカビ発生の実状の把握を目的とし、160戸を対象とし、アンケー

ト調査を行い、内40戸について室内環境測定を行った。

　方iS.測定は平成１年12月9～10日、16～17日の２回にわたり、アンケート回収と室内測

定を行った。室温はアスマン温湿度計、壁面温度はミノルタ表面温度計を用いた。室温は

南・北室の中央で測定し、壁面温度は南・北の壁面１箇所づつ測定した。

　結露は目視、質問により確認した。カピの発生している住宅では、培地面（ポテトテキ

ストローズ）に滅菌綿棒を用いて採取し、同定を行った。

　結果。室内は大部分の住居が、冬期の室温としては低く、I3~8 °Cの間にあり、相対湿

度は75～90 %であった。露点温度を求めた結果6～7 ℃前後であったが、北面の壁面温

度の実測結果はl~ioでの間にあり、露点温度以下の壁面温度の住居も多く、相対湿度が

高い事から当然北側壁面に結露を起こしていると考えられる。絶対湿度は0.006 ks/ka前

後と低く、相対湿度の高い原因は、ストーブ、調理等、室内で発生する水蒸気ではなく、

室温が低いためと思われ、水蒸気の発生のない密閉式ストーブ等で室温を上昇させるか、

北側壁面の断熱材挿入等で結露は十分防げると考えられる。カビの同定結果は、Cladospo

riuB、Penicilliumが殆どの家庭から検出された。浴室は、大部分の住居で浴室全体に

カビが発生しており、東西側面の住居では、家具の裏のカビ発生が顕著であった。

　アンケートの回収率は、留守がちの家庭が多く、70％程度であった。


